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リ　ンゴ腐らん病に関する研究

平良木　武

（岩手県園試）

1．ま　え　が　き

リンゴの腐らん病は代表的な樹幹病害として古くか

ら知られ，明治卜大正年代には北海道を初め，青森県・

岩手県などの積雪寒冷地帯のリンゴ園にまん延した。

このため廃園が続出し，寒地におけるリンゴ栽培に大

きな脅威を招いた病害である。

昭和年代に入ってからは徹底的な防除作業の励行，

栽培管理の改善などによってほとんど被害が認められ

なくなるまで減少した。ところが数年前より北海道を

初め，青森県，岩手県および長野県の高冷地などのリ

ンゴ園で再び発生が急増し，しかも累年その被害は増

大している現状である。

太病の発生状況ならびに発生誘因について2，5調

査したのでその結果を報告する。

2．発生実態調査

1．県内における発生分布

リン′ゴの主要な栽培地帯を管轄する県内の魚業改良

普及所に依頼して腐らん病の発生調査を行なった。そ

の結果，県北地方ではリン′ゴの栽培面請td50haの

うち42多の‘75haに発生がみられ，同地方では本

病のためリンゴの生産が著しく阻害されるため，最も

重要な病害となっている。次いで，県中部での発生が10

－15感であった。県南部での発生はほとんどみられ

ない○県全体での発生面糖は750haで栽培面濱の15

多に相当した。

2・栽培品種と発病との関係

発生の多い地区において品種別の発病実態を調査し

た結果は第1表のとおりである。

品種別の発生では各品種ともかなり多くの発病がみ

られ，明白な発病の品種間差異は認められなかった。

5．樹令と発病との関係

樹令と発病との関係について調査した結果は第2表

のとおりである。

第1表　品種と発病との関係

品　　 種 調査 樹 数 発病 樹数 同　 左　 多

紅二　　　 王 8 0 9 4 7 占 5 8．8

国　　　 光 9 d 4 5 4 4．7

デ リシ ャス 2 6 5 1 0 8 4 0．5

ゴー ル デ ン 8 2 4 8 7 4．1

印　　　 度 9 5 6 4 8 8．8

そ　 の　 他 1 0 8 7 8 7 2．2

計 1 4 5 1 8 1 5 5 8．8

第2表　樹令と発病との関係

品　　 種

樹　 令　 別　 発　 病 （喀 ）

調 査

樹 数
1 0轍 下

1 1～

5 0年

1 5 1～

4 0 年
4 1年 以 上

紅［　　 玉 4 7 d 1 4．5 2 5．5 1 5．8 4．9

国　　 光 4 5 2．0 2．8 0．d 0．1

デリシャス 1 0 占 ‘．8 5．7 0 0．8

ゴーッレヂン 4 8 5．1 2．2 0．4 0

印　　 度 d 4 0．4 4．5 2．2 1．0

そ　 の　 他 7 8 5．8 4．8 0．7 0．8

計 8 1 5 5 0．占 4 4．7 1 7．7 7．2

この結果，樹令10～50年のいわゆる成木および

10年末満の幼令樹での発病が多く，50年以上の老

木での発生は比校的少なかった。

10年未満の幼令樹の場合も4～5年までの未結果

樹では少なく，結果樹令に達してからの発病が多い憤

向を示した。

4．樹体における発病部位

未病の多発している地区において，樹体での発病部

位を知るために調査した。その結果は第5表のとおり

である。

この結果，樹体における発病部位として最も多いの

は亜主枝，主枝で両者の合計発病は79多と圧倒的に
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多い。次いでは側枝の発病がほぼ10多，主幹・枝梢

の発病はきわめて少なかった。主枝，亜主枝の発病が

第5表　樹体における発病部位

調 査 地 区

調 査

樹 数

発　 病　 部　 位 （解 ）

主 幹 主 枝 亜 主 枝 側 杖 枝 梢

二 戸 都 一 戸 町 1 0 0 0 5 2．9 d 7．1 D 0

岩 手 都 西 根 村 1 0 0 5 0．0 占0．0 1 0．0 0

岩 手 郡 玉 山 村 4 8 4．2 5 1．2 5 5．4 2 0．8 8．5

遠 野 市 松 崎 町 2 2 2 2．7 S d．5 2 2．7 1 5．4 4．5

平　　　　 均 1 8 0 8．7 5 2．占 4 8．5 1 1．1 5．2

多いことは樹形構成上最大の障害となり，樹容積が減

少するため収量の激減を招来する。

5．侵入門戸についての調査

自然発病樹について病斑の発現部位および生成状況

より推定し，本病の侵入門戸と思われる部位を調査し

た。発病の多い5地区において552病斑を調査した結

果，明らかに努定の際の傷痍口から感染したと思われ

る発病が59啓を占め，次いでは樹皮部の日焼け，凍

寒害，裂傷などによる枯損部からの発病が27．8丸太

枝の股岐部での発病が22帝で，外観上無傷の部位で

の発病は全くみられなかった。このととは本病の侵入

門戸として有傷が必須条件であることを示唆するもの

と思われる。

占．廃園からの距離と発病との関係

本病の発生実態を調査した結果，集団樹園地内外に

点在または近藤する立木のまま廃園化されているもの

が本病の病菌密度を高め，有力な感染源となっている

ことを観察した。

立木廃園からの直線距離と近疲園における発病との

関係に一っいて調査した結果は第4表のとおりである。

なお本調査地区は県内でもリンゴ栽培の歴史が最も

声く，技術水準の高い集団地で約5DllaのSS共防が

組織されている地区である。近年この地区では市街地

化が急速に進み，これに伴って集団地内に廃園がみら

れるようになった。たまたま一昨年，立木のまま廃園

にしていた約10aの園で腐らん病が異常発生し，昨

年，本年とほぼ2年以内に近接のリンゴ園に波及し，

現在では50haの集団全域に発生がみられるようにな

っている。

第4表の結果，廃園に隣接した園地では磯密感染を

受け，100舘の発病がみられ，廃園から半径500れ

錐れた園地においても50多の発病を認め，近接する

立木廃園の影響が強大であることが判明した。

第4表　廃園からの距顔と発病との関係

園 地 （距離 ） 発 病 樹率
1 闊 当 り

病 斑 数
被 害 度

A （ 1 0肌）

B （1 5 0 椚 ）

C （2 5 0〝l）

D （5 0 0肌）

E （5 0 0 別 ）

ダ （5 8 0 ，m ）

痴

1 0 0．0

8 0．0

8 0．0

5 8．5

5 8．2

4 0．0

2．8

1．9

1．7

0．7

0．7

0．8

痴

4 2．0

1 5．0

2 2．5

1 5．5

1 2．9

1 8．2

5．発生消長調査

1．病斑の時期別伸展消長

ほぼ同形，同質の自然病斑50個を選定しておき，

4月から9月までのリンゴの生育期間中，毎月定期的

に病斑長を測定し，時期別の病斑伸展状況を調査した。

この結果，5月・7月・9月にはタテ病斑（枝梢の

生長方向が伸展し，8月・8月・9月にはヨコ・病斑（枝

幹の朝周方向）の伸長が多かった。しかし，総体的に

は9月の伸展が多く，盛夏期における病斑の拡大は著

しくなかった。

なお，観察によれば，4月および5月の病斑は湿疹

・状を呈し，8月中旬には病斑上に黒色菜粒状の柄子殻

が無数に形成され，7月上旬には柄胞子噴出　によ　る

SpOre－hornが観察された。8月に入ると病斑部が

乾潤して陥没し，健全部と罷病都との境界が明確とな

った。9月には病斑が湿疹状を呈し，再び伸展がみら

れるようになった。
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2．時期別感染消長とカルス形成程度

10年生の紅玉を用い，主幹部に2C畑の大きさで木

質郭に達する傷を与えて樹皮組織をくり抜き，この穿

孔部に羅病組級をはめ込み接種した。

接種時期は5月上旬より9月下旬までほぼ2週間お

きに実施した。

調査は接種2週間後に接種部周囲の変色，湿疹，陥

没，アルコール臭などの腐らん病独特の病徴によって

第5表　時期別感染消長とカルス形成程度

289

発病の有無を判定した。

また，この処理と向時に無接種区を設け，傷痍時期

とカ′レス形成赴易を調査した。

その結果は第5表のとおりである。

この結果，感染期は7月上，中旬より9月下旬にか

けて達成して認められるが，感染の最も盛んな時期は

8月上旬より9月下旬にかけての時期であった05月，

d月の感染は全く認められなかった。

接　 種 時　 期 5　－　 7 5 － 2　0 8　－　 2 占　－　 7 8 － 2 1 7　－　 5

発　　　 病　　　 数 0 □ D 1 0 1

同　　 上　 判　 定
－ － ± ±

カルスの形成程度 1≠ 十什 十什 寸≠ ≠十 一汁

接 種　 時 期 7－ 1 9 8　－　 5 8 － 1 7 9　－　 7 9 － 2 1 9 － 2　7

発　　　 病　　　 数 2 4 4 5 0 4

向　　 上　 判　 定 ＋ 十 ＋ ＋
－ 十

カルスの形成程度 ＋ 士 士 － 一什 十

一方，時期別のカルス形成状況では5月，8月が最も

すみやかで，逆に8月，9月の形成はきわめて不良で

あった。

したがって切傷接種の場合，カ′レス形成の旺盛な時

期での感染は比較的少なく，カルス形成の不良な8月，

9月に至って感染は増加するものと患われる。

4．付傷程度と感染との関係

先の実態調査でも明らかなごとく，本病の侵入門戸

第8表　付傷程度と感染との関係

としては前足，風雪害などによる樹体の外傷および日

焼け，凍寒害などによる樹皮部のえ死が圧倒的に多い。

この点を確認し，付傷程度と感染との関係を知るため

リンゴの枝稗を供試し，自然傷痍を想定して人為的な

傷を与え，純粋培養してある腐らん病菌の柄胞子懸濁

液を接種源として常法により接種した。接種後は25℃

の定温器に静直し，52日後に感染率，柄子殻形成状

況を調査した。その結果は第8表のとおりである。

傷　 の　 種　 頸　 と　 程　 度 傷 痍 個 所 数 感　 染　 率 柄子殻形成率

1　 焼傷 （釘の頭部 を灼熱 し径 7堀 の傷痍 ） 2 0

1 8

19

1 9

2 4

函

1 0 0．0

4 4．4

4 2．1

5 2．8

4．1

痴

8 0

0

0

1 1．1

0

2　 切傷 （木質部 まで達する 1 0 瓜がの傷痍 ）

5　 す り傷 （椒皮郡 をガラス片で擦る ）

4　 凍傷 （－ 1 5 ℃に 4 8 時間 入れ凍結 ）

5　 無傷 （健全部 ）
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この結果，洗傷からの感染率が最も高く，病斑の進

展も急速でしかも多量の柄子殻の形成がみられた。次

いでは痍寒害による傷痍感染が多かった。すり傷，切

り傷からの感染も認められるが，病斑の伸展はほとん

どなく，典型的な腐らん病斑を形成するまでには至ら

なかった。したがって本病の侵入門戸としては焼傷，

痍寒害などかなり強度の傷害によって樹皮組級がえ死

を起こした場合に最も容易な侵入門戸となり得るもの

と思われる。

5．む　　す　　び

数年前より寒冷地のリンゴ園に異常発生している腐

らん病の発生院因について調査した結果，（1）樹体が

凍寒害，日焼け，努定などの外傷を受けるとその部

位が有力な侵入門戸となり感染発病する。　㈲・最近

の懐向として，立木のままで廃園化されている園地が

病菌密度を高め，有力な伝染源となって近接園に伝播

波及していることが判明した。また，病斑の進展は梅

雨期および秋期の湿潤な季節に激しく，盛夏期および

厳寒期にはほとんど進展しないことを確認し，感染の

時期はカルス形成の難易の時期と関係が深く，カルス

形成の不良な8月，9月に感染の多いことを明らかに

した。

ゴールデンデリシャスの収穫時期の相違

による貯蔵後の果実品質の変化

斉藤貞昭・高橋正治＊・吉田亜義・町田広志

（青森県りんご試・＊青森県農林部りんご課）

1．ま　え　が　き

近年，果実の急増に伴いその貯蔵性が大きな問題と

して取り上げられている。リンゴにおいても例外でな

く，デリシャス系品種，ゴールデンデリシャスが増植

され，特にゴールデンデリシャスのように貯蔵中に軟

化しやすく，果実品質の低下が著しい品種ではいかに

して品質を保持するかが解決を要する重要な課題とな

っている。そこで収倭時期の相違による貯蔵後の果実

品質の変化について19d8年，1989年の2カ年にわ

たって調査した結果を報告する。

2．試　験　方　法

1．試験の実施期間　1988年～1989年

2．試験の実施場所　青森県りんご試験場は場

5．供試品種および樹齢　ゴールデンデリシャス，

1988年で58年生

4．供試椀の管理　小袋（パラフィン紙）掛けの

み

1988年　　占月1日小袋かけ，8月1日除袋以

後無袋

19d9年　　8月5日小袋かけ，8月2日除袋以

後無袋

その他の作業は一般栽培園に準じて行なった。

5．収穫時期

19占8年　10月15日（満開後155日）

10月20日（

10月25日（

10月5D日（

11月　4日（

1989年　　10月15日（

10月18日（

ク　180　日）

ク　185日）

ク　170日）

〝　175　日）

ク　155日）

ク　180　日）


